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「合同会社 白糠Ｆ－ＳＥＥＤ」竣工式

酪農振興会パークゴルフ大会 開催
（１０月９日・幌呂パークゴルフ場）

C O N T E N T S



平
成
二
十
六
年
度 

秋
季
地

区
別
懇
談
会
が
、
十
月
二
十
二

〜
二
十
四
日
の
３
日
間
、
三
地

区
（
音
別
・
白
糠
・
幌
呂
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
農
作
業
等
で
御
多

忙
の
中
、
３
日
間
で
三
十
五
名

の
方
々
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
事
項
は
、最
近
の
酪
農
・

畜
産
情
勢
、
平
成
二
十
六
年
度

更
正
計
画
で
、
各
部
門
長
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
か
ら
は
、

更
正
計
画
に
お
け
る
各
部
門
の

収
支
内
容
及
び
事
業
運
営
の
あ

り
方
、
酪
農
経
営
の
発
展
に
対

す
る
具
体
的
施
策
な
ど
に
つ
い

て
質
問
・
意
見
・
要
望
等
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
武
藤
組

合
長
か
ら
の
提
案
事
項
が
あ
り

ま
し
た
。

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・
要
望

等
は
集
約
さ
れ
、
理
事
会
に
お

い
て
協
議
さ
れ
ま
す
。

平成26年度 秋季地区別懇談会 開催
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音　別　支　所

幌　呂　支　所

白　糠　支　所



会社名の由来

ＦはFoodの頭文字で「牛のえさ」を
意味し、ＳＥＥＤは　Siranuka（白糠）、
Effcient（効率的な）、Environment（環
境）、Dairy（酪農）の頭文字で、‘希
望’‘豊穣’‘実を結ぶ’などの想いが込
められております。

と
な
り
ま
し
た
。

同
社
設
立
の
目
的
で
あ
る

土
地
を
集
約
化
し
、
自
給
飼

料
の
生
産
か
ら
サ
イ
レ
ー
ジ

調
整
、
飼
料
供
給
ま
で
を
一

元
化
す
る
こ
と
で
徹
底
し
た

生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
を
行
な

い
、
安
定
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
通

年
供
給
に
よ
り
、
健
康
な
乳

牛
か
ら
の
良
質
乳
出
荷
と
乳

量
向
上
に
よ
り
、
地
域
活
性

化
の
一
助
を
担
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
十
日
、
白
糠
町
茶
路

地
区
で
、
畜
産
担
い
手
育
成

総
合
整
備
事
業
（
再
編
整
備

型
）
に
よ
る
「
合
同
会
社
白

糠
Ｆ
―
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
代
表
社

員
五
十
嵐
政
敏
組
合
員
）」

の
竣
工
式
が
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
良
質
な
粗

飼
料
確
保
、
労
働
負
担
の
軽

減
等
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
を
目
的
に
、
昨
年
七
月
か

ら
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
、

完
成
・
本
格
稼
働
す
る
運
び

「白糠 Ｆ
エ フ

－Ｓ
シ ー ド

ＥＥＤ」 ＴＭＲセンター稼働
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組 織 概 要
構 成 員 13戸
乳 牛頭数 経産牛685頭、乾乳牛106頭、育成牛594頭
粗 飼 料
面 積

717ha
（採草地569ha、デントコーン148ha）

飼 料供給 •供給飼料内容
　搾乳用ＴＭＲ（25㎏タイプ、30㎏タイプ）
　乾乳・育成用ＴＭＲ
•配送方法
　ダンプ配送
　メイズラップ（主に乾乳・育成用ＴＭＲ）



十
月
二
十
八
日
、
釧
路
市
大
楽
毛
ホ
ク
レ

ン
家
畜
市
場
で
、
釧
路
農
協
連
・
釧
路
地
区

酪
農
対
策
協
議
会
主
催
「
Ｇ
＇
Ｇ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ

（
グ
ッ
ド
・
グ
ラ
ス
）
２
０
１
４
」（
フ
ォ

ー
ラ
ム
＆
展
示
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

収
益
性
の
高
い
酪
農
経
営
と
安
定
的
な
生

乳
生
産
の
継
続
を
目
指
し
、
飼
料
自
給
率
向

上
と
良
質
な
飼
料
生
産
を
推
進
す
る
目
的

で
、
参
加
し
た
管
内
の
農
業
者
・
各
関
係
者

の
皆
さ
ん
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
展
示
ブ
ー
ス

で
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

十
月
十
九
日
、
釧
路
市
大

楽
毛
神
記
念
公
苑
特
設
輓
馬

会
場
で
、
第
２
回
釧
路
輓
馬

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
輓
馬
大
会
実
行
委
員

会
主
催
、阿
寒
馬
事
振
興
会
・

釧
路
丹
頂
農
協
馬
事
振
興
会

後
援
に
よ
り
、
全
道
各
地
か

ら
輓
馬
51
頭
、
ポ
ニ
ー
43
頭

が
競
技
大
会
に
出
場
し
、
山

が
二
つ
あ
る
コ
ー
ス
を
積
荷

重
量
60
㎏
（
ポ
ニ
ー
）
か
ら

900
㎏
（
輓
馬
）
の
そ
り
を
引

く
競
技
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
、
一
才
輓
馬

か
ら
ポ
ニ
ー
輓
馬
・
重
量
馬

な
ど
種
目
別
に
14
レ
ー
ス
が

行
な
わ
れ
、
力
強
く
駆
け
る

輓
馬
の
雄
姿
に
馬
主
や
ご
来

場
の
皆
様
か
ら
は
大
き
な
声

援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第２回 釧路輓
ばん

馬
ば

大会 開催

G’Grass（グッド・グラス）２０１４ 開催される!!
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スタートダッシュを決めるポニー輓馬力強く駆ける輓馬



2014北海道ホルスタイン ウインターフェア

十
月
二
十
六
日
、
十
勝
農
協
連

家
畜
共
進
会
場
（
音
更
町
）
で
、

２
０
１
４
年
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン 

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
道
各
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た

代
表
牛
１
４
０
頭
が
出
場
し
、
審

査
員
は
杉
浦 

尚
氏
（
帯
広
市
酪

農
家
）
が
務
め
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
五
農
場
よ
り

七
頭
が
出
品
さ
れ
、
全
道
の
高
い

レ
ベ
ル
の
出
品
牛
が
そ
ろ
う
な
か

健
闘
致
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
大
樹
町 

木
村

達
也
さ
ん
の
出
品
牛
ロ
ー
ヤ
ル
ラ

ン
ド 

ジ
ユ
ー
デ
イ 

カ
ツ
ト
ラ
ー

（
第
15
部
成
牛
６
歳
以
上
ク
ラ
ス
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表
の

と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表　（当ＪＡ出品分）
部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者（地区）

１部
8位 ＨＳＹ　サンチエス　ソレイユ　ビスタ 細谷　　智（白糠）

15位 ＩＦ　マリー　メード　アツトウツド 増田　一真（鶴居）

３部 8位 ＨＳＹ　シド　シヤフエリス　ビスタ　ＥＴ 細谷　　智（白糠）

４部 11位 トライユーン　プロム　アイオーン (農)清和農場（鶴居）

7部 ３位 インペルタウン　ゴールド　オア　タイム 増田　一真（鶴居）

11部
5位 ウツズスター　エンペラー　ブラツクストーン　レオ 林　　稔幸（白糠）

６位 アワープライド　シド　ブルーミン 植田　紘史（幌呂）
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職
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
を
実
施白 糠 支 所

お客様の反応も上々

新鮮な野菜を皆様へ!!

女性部幌呂支部「もぎたて市」で野菜販売

青年部・女性部「根釧牛乳」の美味しさをＰＲ! !

十
月
八
・
十
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
所

及
び
白
糠
支
所
で
全
職
員
を
対
象

と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
個

人
情
報
取
扱
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

日
頃
、
業
務
上
で
の
情
報
管
理

と
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
上
で
の
注
意
事
項

等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
今
後

も
研
修
会
等
の
継
続
実
施
に
よ
り
、

不
祥
事
未
然
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

十
月
五
日
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
幌
呂
店

駐
車
場
で
、Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
が「
も

ぎ
た
て
市
」
野
菜
即
売
会
を
開
催
し
ま
し

た
。午

前
10
時
、
部
員
達
が
持
ち
寄
っ
た

様
々
な
種
類
の
野
菜
（
大
根
、
と
う
き
び
、

ヤ
ー
コ
ン
、
春
菊
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
等
）
が

店
頭
に
並
ぶ
と
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
支
部
長
は
、「
部
員
達
が
安

全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
愛
情
を
込
め
て

作
っ
た
野
菜
は
味
も
良
く
、
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。」
と
笑
顔

で
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
。

十
月
二
十
五
日
、
イ
オ
ン
釧
路
昭
和
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ジ
ャ
ス
コ
」
で
、

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年
部
・
女
性
部
合
同

の
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。青

年
部
員
・
女
性
部
員
の
十
六
名
が
、

店
内
に
設
置
さ
れ
た
特
設
売
り
場
で
、「
根

釧
牛
乳
」
と
根
釧
牛
乳
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

黒
酢
を
加
え
た
「
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク
」
を
、

買
い
物
客
の
皆
様
に
約
１
，
０
０
０
杯
分

無
料
配
布
し
ま
し
た
。

瀬
戸
賢
成
青
年
部
長
は
、「
牛
乳
の
美

味
し
さ
を
多
く
の
皆
様
に
伝
え
、
消
費
拡

大
に
少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
、
こ
の
日
「
根
釧
牛
乳
」
の
売
上

げ
は
、
通
常
時
の
約
₂．₆
倍
と
な
り
、
Ｐ
Ｒ

し
た
効
果
が
表
れ
ま
し
た
。
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昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され、今年で67年目を迎えました。
戦後の混乱期を背景とした中で、農業者の協同組織の発達を通じ、農業生産力の増進と農業

者の経済的・社会的地位の向上をはかり、国民経済の発展に寄与することを目的として、農協
法が制定され農協が設立しました。

言うまでもなく、農協は「農民による農民のための組織」として発足いたしましたが、協同
組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的運営」の基本に立った中で、相互扶助の精神のもと、
農協を拠り所として幾多の困難な課題を乗り越え、組合員の経営と生活の安定並びにより良い
地域社会の構築に向けた事業展開を行いながら、今日に至っています。
また、農協法は、時代の変化に即して必要な改正を重ねておりますが、農協の組織・事業を

運営する基本法として、重要な位置づけ・役割を担っています。
このような経過の中、現在、規制改革の名のもと、農協組織改革に関し、各般にわたる論議

がなされておりますが、農協法公布記念日を契機に、改めて農協が果たす社会的意義と役割に
ついて思いをはせ、共通認識を深める必要があります。

かかる状況のもと、ＪＡグループ北海道はその時々の国の農業政策を実践してきたという自
負のもと、これまでの事業を再評価し、改めて組合員の皆様の多様な意見を把握するべく組織
討議を実施いたしました。
これらの取組みをもとに、今般、「ＪＡグループ北海道改革プラン－実行計画指針－」とし

てとりまとめ、今後、その内容を踏まえ、ＪＡ・連合会・中央会は具体的な事業展開をはかる
こととしています。
「組合員の所得向上を通じた持続可能な本道農業の実現」と「農村地域の活性化を通じた豊

かな地域社会の実現」をはかるべく、改めてＪＡグループが総力を結集し、国民各層の理解と
共感を得ながら、改革プランにもとづく事業展開を積極的に推進していくことが重要でありま
す。

『農協法公布記念日にあたって
～平成26年11月19日～』

北海道農業協同組合中央会
会　長　飛　田　稔　章
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新たな動きとして、先般、傘下組合員10億人から成る国際協同組合同盟（ＩＣＡ）が農協改
革に関する声明をまとめました。
声明では、「2014年が国連の国際家族農業年として定められている中、今般の日本政府の農

協組織改革案は、農家による協同組織の結束と繁栄を脅かすものである」旨の懸念が示されて
おります。
日本の農協組織に対して、国際的な組織から力強いメッセージが発信されており、自らの組

織は自らの意志で運営し発展させていくという信念と覚悟が肝要であるとの思いを新たにする
ものであります。

一方、日本の将来に関する重要課題であるＴＰＰ交渉については、依然として十分な情報開
示がなされていない中、各段階の交渉が進められております。
今後の動向は不透明かつ予断を許さない情勢にありますが、農畜産物の関税撤廃のみならず、

ルール改定や規制撤廃を通じ、国民生活に大きな影響を及ぼしかねない危険な交渉であるとの
認識に立ち、改めて国会決議の順守を強く求めるとともに、国民理解の醸成に向けた活動を展
開していく所存です。

農業・ＪＡをとりまく情勢は、依然として激動しておりますが、我々の先人達も、英知と力
を結集し、その時々の困難な状況を乗り越えてきました。
いつの時代にあっても共通して言えることは、食料は命に直結するものであり、生活に欠か

すことができない極めて重要な位置づけにあるということです。
世界的に見ても、将来、人口増加とともに食料需給の逼迫が現実的な問題となっている中、

農業というものを競争原理主義一辺倒で捉えるのではなく、それぞれの国・地域における多様
な農業の共存をはかり、持続可能な生命産業としてどう発展させていくかという、大局的な視
点で捉えることが極めて重要であります。
我々、農業者・ＪＡグループは、農業という生命産業に携わっているという責任感と自負心

を持ち、併せて、農業・JAに対する国民の理解と共感を得る不断の努力を行いながら、先代
が長年かけて築きあげてきた本道農業並びに農業協同組合の礎をさらに発展させ、後世にしっ
かり継承できるよう、共に頑張ろうではありませんか。

今後とも、本道農業並びにＪＡがますます発展することを心より祈念し、農協法公布記念日
にあたってのご挨拶といたします。



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

経
営
に
必
要
な
出
荷
乳
量
を
達
成
す

る
に
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
経
産
牛
頭
数

が
必
要
で
す
。
し
か
し
計
画
に
達
成
し

な
い
場
合
の
理
由
の
一
つ
は
経
産
牛
の

死
廃
率
が
高
い
こ
と
で
す
。

左
図
は
普
及
セ
ン
タ
ー
管
内
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
、
分
娩
前
後
に
疾
病
を

発
生
し
た
牛
が
分
娩
後
二
か
月
間
で
ど

れ
だ
け
除
籍
さ
れ
た
か
を
示
し
た
も
の

で
す
（
共
済
調
査
）。
死
廃
率
が
高
い

農
場
で
は
生
産
性
の
高
い
時
期
に
淘
汰

さ
れ
る
頭
数
が
多
く
、
出
荷
乳
量
を
減

ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

分
娩
後
に
疾
病
が
起
き
る
原
因
の
一

つ
は
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
牛
に
加
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
分
娩
前
の
喰
い
が
落

ち
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
時
に
牛
た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を
受
け

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
　
腹
が
減
っ
て
つ
ら
い

搾
乳
を
中
止
し
て
一
週
間
過
ぎ
た
こ

ろ
か
ら
は
サ
イ
レ
ー
ジ
主
体
の
給
与
と

な
り
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と
腐
敗
し
か

け
て
い
た
り
、
量
が
不
足
し
て
い
る
場

面
を
見
か
け
ま
す
。
パ
ド
ッ
ク
で
自
由

に
い
て
も
肝
心
の
エ
サ
が
無
け
れ
ば
つ

ら
い
ば
か
り
で
す
。
こ
の
状
態
が
長
く

続
く
と
、
牛
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
受

け
分
娩
前
に
喰
い
が
落
ち
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
大
切
な
の
は
飽
食
さ
せ
、

満
足
感
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

二
　
寝
起
き
す
る
の
が
つ
ら
い

胎
児
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
牛
の

動
作
は
緩
慢
に
な
り
ま
す
。
食
欲
は
自

然
と
減
退
し
、
乾
物
摂
取
量
が
減
少
し

ま
す
。
こ
の
時
期
に
大
切
な
の
は
寝
起

き
し
や
す
い
牛
床
で
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
分
娩
直
前
に
は
寝
起
き
を
繰
り
返

し
て
胎
児
の
体
位
を
変
え
て
分
娩
に
備

え
ま
す
。
寝
起
き
し
や
す
い
こ
と
は
分

娩
後
の
疾
病
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
条

件
で
す
。

三
　
移
動
が
多
く
て
落
ち
着
か
な
い

牛
達
は
「
乾
乳
」、「
分
娩
」
を
迎
え

て
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
移
動

に
よ
っ
て
環
境
が
変
化
す
る
と
牛
は
慣

れ
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
分
娩

十
日
前
に
は
分
娩
さ
せ
る
場
所
に
移
動

を
完
了
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

四
　
一
頭
で
は
さ
び
し
い

分
娩
房
の
設
置
場
所
は
と
て
も
重
要

で
す
。
人
が
観
察
し
や
す
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
分
娩
す
る
牛
が
他
の

牛
達
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
良

い
で
し
ょ
う
。
塔
型
サ
イ
ロ
を
改
造
し

た
分
娩
房
の
事
例
で
、
他
の
牛
達
が
見

え
ず
、
食
欲
が
急
に
落
ち
て
し
ま
っ
た

牛
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
分
娩
房

を
使
用
す
る
時
は
、
牛
を
孤
立
さ
せ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
乾
乳
牛
達
に
か
か
る

ス
ト
レ
ス
は
人
の
管
理
に
よ
っ
て
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

分
娩
を
事
故
な
く
終
え
た
牛
達
は
き

っ
と
農
業
者
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て

く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

8

地域平均死廃率

（％）

Ｈ25年度に分娩した牛のうち、
60日以内に除籍された頭数の
割合を死廃率（％）とする

0

5

10

15

死廃率の高い10戸平均

5.6

13.6

図　管内Ａ地域における平均死廃率の違い

腹一杯食べて横臥する乾乳牛達

　タイストールはスタンチョンに比べて
　寝起きしやすい

分娩房の場所は他の牛達が見える位置に
あると良い

乾
乳
牛
の
管
理
に
つ
い
て

～
「
ス
ト
レ
ス
」
低
減
で

　
分
娩
後
の
疾
病
を
減
ら
そ
う
～
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編
集
発
行—

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
86—
平
成
26
年
11
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

■平成26年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,000,363.0 99.4 57,303,901.9 97.5
（鶴居地区） 2,711,658.0 98.8 19,274,985.4 98.2
（幌呂地区） 2,115,309.4 99.0 15,263,385.0 96.8
（白糠地区） 1,681,641.3 98.4 12,073,315.2 94.2
（音別地区） 1,491,754.3 102.1 10,692,216.3 100.9

管 内 計 42,373,013.6 98.4 306,157,698.5 96.7
（前年度管内計） 43,066,442.2 316,496,699.1

理　事　会　報　告
10月定例理事会　平成26年10月27日（月）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．９月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
5．農業協同組合の検査結果について
６．経営定期点検の実施結果について
7．反社会的勢力確定の報告について
8．㈱ジェイエーコムズ取締役会の報告について
付議事項�
議案第１号　平成26年度営農振興資金の貸出条件

の設定について
議案第２号　融資の承認について

議案第３号　平成26年度優良肉用牛貸付事業助成
実施要領の制定について

議案第４号　平成26年度森林整備事業の実施につ
いて

議案第5号　ＪＡ職員共同住宅の解体について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．秋季地区別懇談会における意見・要望等につ

いて
２．第十六回北海道総合畜産共進会（乳用牛部門）

最高位賞受賞祝賀会の開催について
３．役員視察研修について
４．当面の業務日程について

□�牛乳の消費拡大運動の取材をさせて頂き感じたのは、牛乳のみを好む人、
ブルーベリー味のコツコツミルクを好む人、牛乳が苦手な人など牛乳に対
する好みは人それぞれ全く違い、牛乳の消費拡大とひとことで言っても単
純なものではないということを再認識させられました。

□�今年の冬至は12月22日で、太陽の高さが一年中で最も低く、夜が長くなり
ます。これから冬へと向かうにつれ、寒さもますます厳しくなってまいり
ますので、健康管理及び乳牛の飼養管理の徹底に努めてまいりましょう。


